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ま え が き

太陽コンサルタンツ株式会社は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)の

補助金を得て､平成7年3月12日から3月26日までの15日間にわたり､コートジボアール

国の農村総合開発計画の基礎調査をSinfra､ Zepreguheの2地区にて行なった｡

コートジボアールEgの経済はカカオ､コーヒー及び木材の生産･輸出に支えられてきた

が､ 1979年代の終わりごろからカカオ､コーヒーの世界市場における価格の低迷と干魅に

よる生産不振､木材資源の生産低下などにより国内経済は厳しい状況に直面している｡

一方､年率3.7%の人口増加に伴い､米等の穀物の消費が増大しているが､その大半を

輸入に依存しており､外貨収支を大きく圧迫している｡このような状況下で､コートジボ

アール政府は1993年9月に国の農業基本政策を示すものとして｢農業開発マスタープラ

ン｣を策定した｡

この政策に基づき農業･動物資源省は全国で農業開発事業の実施計画を立て､いくつか

の地区については予備調査を行なった｡ Sinfra地区､ Zepregube地区ともにすでに予備調

査が行なわれており､当地区の農村総合開発事業が期待されている｡

本調査の実施にあたり同国農業･動物資源省の内藤専門家並びにMr. Yao Kouadioのご

協力を得たことを付記し､謝意を表わすものである｡

平成7年3月

太陽コンサルタンツ株式会社
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Ⅰ.地区の概要

1.コートジポアール国の概要

コートジボアールは西アフリカのギニア湾に面した国で､面積は322,000k盛である｡同

国の約3分の1を占める沿岸部は年間降水量が2, 000m_m以上で熱帯林気候に属し､中央部

は降水量1,200-2,000mmで､森林とサバンナの中間地帯である｡その北にはギニア･サ

バンナといわれる熱帯サバンナが広がっていて､年間降水量は1,200mm以下である｡

コートジボアールの人口は1,291万人で､人口増加率は年平均3.7%である｡極めて高

い人口増加率は､他のアフリカ諸国からの移民､出稼ぎ労働者が大量に流入し続けたため

で､増加率のうち約1%はこれらの社会増によるものと見なされている｡農村人口は694

万人で､現在の全人口の53. 8%を占めているが､ 1975年の比率71%に比べると次第に低下

してきている(FÅo:Production Yearbook 1992)｡この傾向が続けば､近い将来､都市人口

と農村人口の比率逆転が起こることが予想される｡

コートジボアールは豊かで変化に富む自然条件を利用して､前世紀以来コーヒー､カカ

オなど輸出用の農産物生産を発展させてきた｡現在でも､カカオは世界一､コーヒーは世

界第3位の生産量を誇っている｡国民総生産(GNP)における農業部門の比率が46%を占め

ていることや､全輸出額の62%を農業部門が占めていることから見ても､コートジボアー

ルは西アフリカ有数の農業国であるといえる｡

現在,世界市場の困難な条件によってコーヒー､カカオの生産は急激に低下している｡

一方､食糧生産は必ずしも十分でなく､また安定していない｡とくに米および小麦の供給

は､国民の消費量が年々増加しているにもかかわらず､かなりの部分または全量を輸入に

依存している｡

表1から分かるように､コートジボアール農業の中で最大の重要性を持つのはコーヒー

とカカオであり､両者で全作付け面積の50%以上を占めるが､収量､とくにコ⊥ヒ-の収

量は他の生産諸国に比較して著しく低く､抜本的な対策が必要なことを示している｡食料

作物は作付け面積が全体の40%を占めるものの､収量はやはり極めて低く､とくに穀物で

著しい｡その原因は､稲の場合では､大部分が無肥料の焼畑農業で栽培される陸稲であっ

て､肥料を用いる港概水稲作は非常に少ないためである｡こうした状況は他o)穀物でもほ

ぼ同様であり､とりわけ多くの国民の主食であるヤム芋･キャッサバや料理用バナナに関

してそうである｡したがって､食用作物の低収量はかなり構造的なものといえる｡そのた

め､農業生産の安定した発展を実現するには､技術の近代化方策だけでなく､農村政策や

農民教育の面でも粘り強い努力が必要である｡

この目標に向かって､コートジボアール政府はとくに食料自給率の向上と米の自給達成

に力点をおいて濯概農業の推進を図っている｡これまでも､多額の投資が漕概稲作に投じ

られ､必要な土地改良が行なわれてきた｡

一方､農業･動物資源省(MINAGRA)は水開発計画を作成している｡同省は港潜も含め､

あらゆる目的の水資源の開発､管理に責任を持っ唯一の官庁である｡農業･動物資源省は

港概プロジェクトの実施､農村に対する普及･援助を下部機関のコートジポア-ル食料生

産開発公団(CIDV)を通じて行なってきたが､現在は農村開発支援事業団(ANADER)に統
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合された｡農業･動物資源省はまた､これまでコートジボアールの農業開発プロジェクト

の調査､検査､監督について､大統領府の一部局である大規模事業監督局(DCGTx)の協

力を得てきたが､同局は民営化される予定である｡

統計資料が最も完備している｡ 1988/89年度について､コートジボアールの農業状況と

農業生産を見ると､下表のようになる｡

蓑1 1988/89年度におけるコートジボアールの農業生産

作付け面積(ha) 生産量(t) 平均収量(､t/ha)

カカオ 1,873,300 867,770 0.46

コーヒー 1,040,000 221,350 0.21

油郁子 143,174 844,213 5.90

ココナツ 34,533 55,436 1.61

ゴム 40,206 69,960 1.67

永年作物合計 3,131,000

サトウキビ 21,672 1,335,130 61.6

棉 213,375 290,593 1.36

工芸作物小計 235,000

ヤム芋 260,000*
(

2,600,000 10.0

キャッサバ 245,000* 1,460,000 6.0

タロ芋 212,000* 302,000 1.4

料理用バナナ 133,000* 1,145,000 8.6

トウモロコシ 675,000* 480,000 0.71

稲 545,000* 635,000 1.17

ファニオ 札D. 8,000

とうじんびえ 74,000* 45,000 0.61

ソルガム 44,000* 25,000

落花生 127,000* 126,000

食用作物小計 2,315,000

合計 5,681,000

出典:農業･動物資源省､ 1989年度農林業統計
* FAO, PRODUCTION YEARBOOK, 1990により補足した数字

2.上位計画

(1)農業開発マスタープラン

コートジボアール国政府は､ 1990年に｢政府の中期経済計画1991-1995｣を決定した｡

これを受けて農業･動物資源省は｢農業構造調整計画｣に対応するべく､ 1991年に｢農業

開発マスタープラン1991-2010 (莱) ｣を作成し､ 1993年9月に｢農業開発マスタープ

ラン1992-2015｣が決定した｡基本目標及び戦略は下記の通りである｡

基本目標

a.生産及び競争力の改善

b.食糧自給と食糧安全保証の探求



c.農業生産の大胆な多様化

d.海洋及び内湾漁業の振興

e.森林資源の再整備

戦 略

a.生産及び流通活動からの国の撤退

b.青年の農村回帰

c.農民層の地位向上と地域活性化

d.農民層の研修教育

e.土地改良と土地政策の実施

f.食用作物及び畜産･漁業に重点をおいた試験研究の振興

(2)土地改良計画

コートジボアール国政府の農業開発政策に基づき､農業･動物資源省は土地改良計画を

策定している｡

本計画の中心は次の通りである｡

-稲作の発展

一養魚の推進と集約化

一野菜作の発展

丁果樹作の発展

計画地域の選択は､気候条件､現在実施中の開発プロジェクトの有無など､いくつかの

基準にしたがって行なわれた｡

事業または調査の実施予定地域は､降雨の条件が悪く不安定な地域を主眼として提案さ

れている｡

計画実施の事前調査は､農業･動物資源省の農業近代化局(DME)と食料生産開発公団

(CIDV､現在はANADERに統合)が行なった｡

1992年1月に作成された調査計画は次の3つのタイプの土地改良を含む計画を予定して

いた｡

一夕イブⅠ :新たにダムを建設して､その下流に農地造成をするもの｡

一夕イブⅡ :既存の農地のリハビリテーション｡

一夕イブⅢ :既存ダムの下流に農地造成(新規または拡張)をするもの｡

背 景

■岩ロ1

1994/1995年度までに全国で25地区のダムの計画があり､そのうち11地区については既

に予備調査が実施された｡

予定するSinfra濯親閲発地は､タイプⅠの農地造成であって､コートジボアールの稲作

推進計画の一環である｡

降雨の減少に伴い､本地域の農民は農業生産の顕著な低下､とくにコーヒー､カカオの

生産低下に見舞われた｡このような状況から､農民は収入を確保するため農業以外の活動

に走るようになった｡



コートジボアール政府は､事態に対処するため､本港概開発地の予備調査の予算をっけ

て､調査は1994年6月に完了した｡しかしながら､ 1995/96年度以降の詳細調査及び事業

実施に要する資金は目途が立っておらず､政府は日本政府に資金協力を要請して事業を完

成させたいと考えている｡

4.目 的

主要目的は次の通りである｡

a.米その他の食糧の増産により政府の食糧自給政策に寄与する｡

b.農村の人々の所得､栄養及び生活の水準の向上を図る｡

c.農産物の生産､加工及び流通の活性化により地域経済の振興を図る｡

d.雇用の創出を図り若年労働者の農村回帰を促進する｡

Ⅱ.調査対象地域の概要

調査すべき濯概開発地は､ Sinfra郡Sinfra市の南方にあり､ Gagnoa国道に沿ったBayota

保全林の近くに位置している｡農業開発に関する環境行政は農業･動物資源省が担当して

おり､計画実施の事前調査は農業･動物資源省の農業近代化局(DME)と食料生産開発公

団(CIDV
､現在のAⅣADERに統合)が行なっており､環境的な問題はないものと考えられる｡

経度:西経6o30' -6o35'

緯度:北緯5o55' -6o
OO'

本プロジェクトは最低3つの村が関連し､多少稲作の経験がある｡

低地の土地は砂まじりの粘土質沖積土壌で､すべて適地であり､農地造成未実施のため

まだ未利用であって､潜在生産力は高い｡アクセス道路はアスファルト舗装で､管理は良

好である｡

本地域の気候は遷移型赤道気候(Baoule気候)で､次の特徴を持っ｡

3月から6月にかけての第1雨期､

7月から8月にかけての降雨減少､

9月から10月にかけての第2雨期､

11月から2月にかけての極めて明瞭な乾期､ただし時たま降雨が見られる｡

本地域の降雨は2ピーク型で､ 6月(184mm)と9月(172mm)にピークが存在する｡

Sinfra測候所で観測した1966年から1980年までの平均年間降雨量は1, 280mⅢである｡

月平均気温は､ 2月と3月が最高(27.3℃)､ 8月が最低(24.6℃)で､年間の平均は

26. 1Dcである｡

蒸発散ポテンシャルは年間1,480mmである｡

コートジボアールの精米会社SIFCA-RIZの工場がGagnoa市と Daloa市にあって､

Sinfraからの距離はそれぞれ70km､ 120kmである｡本会社は､漕概稲作に必要な農業資

材を耕作者に供給することでコートジボアールの稲作開発に寄与し､また契約により生産

した籾米の購入と精米を行なっている｡本会社は現在､作付け面積400haで360名の農家



と契約している(Gagnoa市とDaloa市でそれぞれ200haずっ) 0 Gagnoa工場は､ 1993/94

年度にSinfra地域から籾米1, 796tの買い付けを行なった.

Ⅲ.計画概要

1.概 要

｢

Sinfra市近郊から流れ出るSassandra川支流の上流部3ケ所に嘩ダムを設け､下流域低

平地の虐政を行なう｡

港概開発地は重力濯概とし､ Sinfra-Gagnoa問の舗装道路を境界とする2地区に分かれ

る｡造成する全体面積は約306haで､地区別面積は次の通りである｡

地区1 : 103.85ha 予定するダムの下流(道路とダムに囲まれた地区)

地区2 : 200.70ha (ダムの下流で道路の西側地区)

ダム下流に造成する農地には､水稲作(全体面積の70%)､野菜作および養魚の3作目を

想定し､もし可能なら畜産および植林も計画する｡

本プロジェクトは建設予定の3つのダム下流で実施するが､うち2つは位置決定ずみで

ある｡

用排水路は､地形と港概組織にしたがって計画する｡

収穫後施設として乾燥場､倉庫を配置する｡圃場へのアクセス､村落間の連絡に農道を

計画する｡村落給水施設として主要地点に井戸を設置する｡

主要施設

･ダ
ム

貯水量(万m3) 流域面積(km2) 雇概面積(ha) 位置

ダム1 120 8.3 72 決定
ダム2 240 16.3 134 決定
ダム3 200 13.7 100 未定

･農地造成: 306ha

･用水路

幹線用水路: L- 5.1kⅢl

支線用水路: L-12.Okm

小用水路: L-30.ohm

･排水路

幹線排水路:現況河川の改修 L-9km､新 設 L-3km

支線排水路: L-30.Okm

･農 道

幅3m L-6kⅢ

幅5m L-12km



添付資料

1.調査者略歴･調査日程

(1)調査者

氏 名

生年月日

国 籍

最終学歴

職 歴

(2)調査日程

マサンバ･ゲイユ(Massamba Gueye)

昭和27年11月23日

セネガル国

東京農工大学院(博士課程)

米国パーデュ大学(修士課程)

米国パーデュ大学(学士課程)

モロッコ国ハサニア短期大学

S51 -S53

S57-S60

Hl-H2. 10

H2-現在

平成元年3月修了

昭和57年8月修了

昭和55年8月卒業

昭和51年7月卒業

セネガル国政府設備省 ダカール空港気象情報官

セネガル国政府設備省 農業気象局 部長

セネガル国政府設備省 農業気象局 部長

太陽コンサルタンツ株式会社 海外事業本部 主幹

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 H7.3.l2E] 成田 パリ パリ 移動日AF-275(12:50-17:30)
2 13月 ′ヾリ

アビジャン

アビジャン

ヤムスクロ-

アビジャン移動AF7266(09:30-14:50)
3 14火

′′ 農業動物資源省等打合せ
4 15水

′′ ′′

5 16木
′′ ′′

6 17金
′′ 資料収集

7 18土
′′ 資料整理

8 19日 ′′ ′′

9 20月
′′ 資料収集

10 21火
′′ ′′

【■】 22水 ヤムスクロ-

機中泊
パリ

現地調査
12

13

23木

24金

ヤムスクロ-アビジャン 農業動物資源省打合せ
アビジャン

パリ

成田

移動RK440(23‥00zo8:55)

14

15

25土
26日

パリ 機中泊 移動AF276(14‥00z.9:55)



･倉
庫

農産物用: 60m2× 2

水産物用: 60m2× 1

･乾燥施設

100 m2/10haX15 ■

･村落給水

井戸数ケ所(手押しポンプ)

2.事業実施計画

(1)内 容

事業実施は日本政府の無償資金協力制度を適用した計画とする｡

一地形､地質､土壌､水文､社会経済に関する基礎データの収集

-開発シナリオの選択､経済評価に基づく作付け様式と各種農地造成方式との整合

一事業実施計画の策定

(2)事業実施計画

1年次 2年次 3年次 4年次

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

1.調査
現地調査
報告書作成

2.事業実施
地形測量
土質調査
詳細設計
貯水池施工
農地造成
施工監理

(3)調査専門家

1)日本人専門家

藷細調査における日本人専門家とその分担は下記の通りとする｡

専門分野
調査期間(月)

現地調査 報告書作成

①団長/濯概排水 1.5 1.0

②副団長/ダム 1.5 2.0

③農業 1.5 2.0

④施設計画.積算 1.5 2.0

⑤社会経済.プロジェクト評価 1.5 2.0



2)コートジボアール人専門家

(五経済

②農学

③漕概排水

④地形

Ⅳ.総合所見

1.技術的可能性

計画地区はGagnoa国道沿いに位置し､ダム計画地点への道路のアクセスは良好で､盛土

材も近くにある｡ダム下流域の低地は未利用の肥沃性の高い砂まじりの粘土質沖積地で､

土壌の状況からも生産性のポテンシャルが高いと考えられる｡

近郊には既に稲作経験がある農民もおり､今後期待される分野である｡

2.社会･経済的可能性

米･野菜の生産は国内生産が不足している両作目の自給率向上に大きく貢献できる｡本

地域は､近年における降雨の減少と国際価格の低迷から､従来の農家の現金収入源であっ

たコーヒー､カカオの生産が大きく落ち込み､農家の貧困化､若年層の出稼ぎ増加の主な

原因となっている｡こうした状況から､コ-ヒ∵､カカオに代わる収入源が強く求められ

ている｡ ｢コ｣国では､米､野菜は換金作物の色彩が強く､未利用地を開発して遭概稲作､

野菜作を導入することは､農家の収益性向上に役立っばかりか､優秀な労働力と技術を必

要とするため､若年層の出稼ぎに歯止めをかけ､農家への回帰促進に大きな役割を果たす｡

また､プロジェクト地域は首都Yamoussoukroまで約100km､ Sinfraまで約10kmの位置に

あり大きな市場に近く､近在の都市に精米会社Sifca-Rizが存在することと相まって地域

経済を活性化できる｡

3.現地政府､住民の対応

1993年9月に｢農業開発マスタープラン1992-201■5｣を決定し､農業政策に重点をお

いて経済の成長を図ろうとしている｡

地区住民は干ばっによる農産物の生産低下に見舞われ､出稼ぎにでるなどして急場をし

のいでおり早急な対策を望んでいる｡



2.収集資料一覧

1)農業･動物資源省:農業生産の多様化､ 1994/1995年度土地改良中間報告書､

a

【lu

甘口一

【
"
i

-

一日IH一

4

5

6

7

1994年9月

農業･動物資源省農業近代化局:コートジボアール稲作推進計画､

Sinfra水利開発計画(Sinfra郡)事前調査､ 1994年6月

農業･動物資源省農業近代化局:コートジボアール稲作推進計画､

Zepreguhe水利開発計画(Daloa郡)事前調査､ 1994年6月

Sinfra低地開発計画の概要

Zepreguhe低地開発計画の概要

Sinfraダムおよび取水施設

1994/95年度の漕概稲作におけるSIFCA-RIZの事業方針

3.面会者リスト

農業･動物資源省

Kouakou Bakan

Allou Koffi

Yao Kouadio

内藤 久仁彦

Director DME

Director Agl･iculture Development of Gagnoa

Section Chief DME

日本政府派遣専門家



4.現地写真



CARTE DE S】TUAT【ON

♂



ダム計画地点と道路間の農地造成計画対象地区（ゾーン1）の低平地

ゾーン1の低平地 ダム予定地点



Gagnoa-Sinfra間の通路。上方に農地造成計画地区（ゾーン2）の低平地が見える。

Sinfra地区農地造成計画対象地区（ゾーン2）の低平地。道路側から見る。



Sinfra-Daloa間に広がる水田、果樹園の風景

低平地に広がる水田風景 Sinfraプロジェクト地区にあるボックスカルバート



Gagnoa市にある精米会社SIFCA-RIZの倉庫

Gagnoa市にある精来会社SIFCA-RIZの工場内部
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COOPERATION TECHMQUE PAR LE GOUVERNEMENT DU JAPON

TERMES DE REFERENCE

DE L'ETUDE DtAMENAGEMENT HYDRO-AGRICOLE

DE SINFRA (s/pde SINFRA)

REOUETE
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(MARS 1995)





I. CONTEXTE DU PROJET

1. Bl･efpI･Orilde la C6te d･'lvoil.e

La C6te d'lvoire, situie en Aflique de I.Ouest sur le Golfe de Guinie, a une superficie de

322･000 km2･ El- Ce qul COnCerne le clima‡, 】azone c6tiere qu1 0CCuPe enViron un tiers du

te)l'itoiI.eappal.tien【 au climat subequatoI●ial avec plus de 2.000 mm de pluviomitrie

annuelle. La zone celltl･ale dont la pluviomit].ie se situe entre 1.200-2.000 mm est une

′
●

reg]on transitoi]'e entre les forets denses et les savanes. Au nord du pays, s■6tendent des

●
/

savanes tt･opICales °ites gulneenneS Ob 】apluviometl･ie annuelle ne depasse pas 1.200

Illm.

La C6te d'Ivoil.e a 12,91mi11ions d■habitants et un tau又 de croissance annuelle a peu pres

de 3,7 % en moyenne. Ce taux de cl'Oissance tres marque est dG a un nux important et

continu d.i1111grantS et une main-d'oeuvre nllgl●atOi].edes diffirents pays africains dont

】'effetsemble contl･ibuer a pres de l% de ce taux. Bien que ]a population rurale de 6,94

minions occしIPe aCtし]ellemen[ 53,8% dしltotal, ce taux a connu une baisse progressive par

rapport a 1975 oh il e[ait de 71% (FÅo: Pl-Oduction Yea)'book, 1992). En effet, il est

p]･evuque lrinvel･Se du taux de la population )'ul●aleet u)'baine se produira dans quelques

annees, si ce【te tendance continue.

Grace aLIX divel･Sites et richesses du milieu physlque, la C6te drlvoire a developpe la

pI･OductioI- agllCOle pour des exporrations comme le care et le cacao depulS le siecle

deI･IlieI.,et e】】eest eIICOI･e le p一us gl･and pays pI･OducteしlI･de cacao et se p~lace auJOt11廿hui

troisieme pl･OdLIC-eur mOndial de caf盲･ Considirant que sa production interieure brute

agl･icole (PIBA) occupe 46% de )a PIB, onpeut classer JaC6te d-Ivoire comme un pays

agt･1COle notable en Afrique de 1.Ouest･

Aujourd'hui,face aux contl.aintes gl･aVeS du mal.Chi mond]'al, 1es productions du cafi et

du cacao ont d]･amarlquement Chute. La p[･odし1Ction v]'vriとren'est touJOurS PaS SumSante et

stab】e･ En palliculiel･. I-appI･OVisionnemenr en riz et en ble qul ne CeSSe de cl･Oitl･edans la

consonlnlation nationa】e depend p】us ou moins, ou complとtement, de ].impollation･

En ce qul COnCeL･ne les aspects generaux de l'agl･1CultuJ･e ivoirienne, les productions

agllCOles de la canlPagne 1988/89, dont les donn6es statistlqueS disponibles sont les

plus compl･ehensives, son[ montr6es au Tableau L ci-dessous･



Tableau 1 Productions agricoles pendant la campagne agricole 1988/89
en C8te d-Ivoire

Superficiesexploities Productions Rendementsmoyens

(Ha) (T) (T作Ⅰa)

Cacao 1.873.300 867.770 0,46

Cafi 1.040.000 221.350 0,21

Palmierahuile 143.174 844.213 5,90

Cocotier 34.533 55.436 1,61

Hiv6a 40.206 66.960 1,67

Sous-total 3.131.000

Canneasucre 21.672 1.335.183 61,6

Coton 213.375 290.593 1,36

Sous-total 235.000

Igname 260.000* 2.600.000 10,0

Mamioc 245.000* 1.460.000 6,0

Taro 212.000* 302.000 1,4

Bananeplant血e 133.000* 1.145.000 8,6

MaⅠs 675.000* 480.000 0,71

Riz 545.000* 635.000 1,17

0,61

Fonio N.D. 8.000

h4u 74.000* 45.000

Sorgbo 44.000* 25.000 0,57

Arachide 127.000* 126.000 0,99

Sous-total 2.315.000

Total 5.681.000

Source:Amuaire des Statistiques Agricoles et forestiとres 1989, MINAGRA.

*: Les chiffres complimentaires ont iti cites de la Production Yearbook, FAO, 1990.
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Le tableau indique que le ca絶et le cacao qul Se Placent a des positions privi1igiies
dams

l'agrlCultul･e ivoi】･ienne. occupent plus de 50% des superficies totales cultivees, mais leurs

rendements, sullout Celui du cafli, se c]assent a un niveau extremement bas par rapport

aux autres pays pl･Oducteul･S, Ce qul PrOuVe la n6cessiti de rehabilitation profonde dans

ces filiと1･eS.En ce qul COnCerne les cultu]･es vivhと1･eS, 1es rendements sont tou)ours faibles

bien que les supel･ficies exploitees occupent envil10n 40% du total, et cette situation

appa1･ait plus clai)･ement avec les cil･eales･ Ceci est d凸, par exemple, au fait que la plupart

du riz est cultivi suivant une ag]1CultuI･e itin6l･ante Sur difHchementA)rGlis pratlquee dans

des conditions p]uviales sans eng]･ais, et que la riziculture irl･igu6e avec l'utilisation

d-engrais est p)･af]quement inexistante･ Cette situation est comparable au cas d'autres

ci]･iales et est plしISremarquable avec 1-igname et le nlanioc qul COnStituent ralimentation

de base d-une m'1JOriti de la population. 1l apparaTt donc que les faibles rendements des

cultul･eS VivI･ie]･es )･esultent de causes asse∑ sr)･uc【ure11es. Pal･ COnSequent, nOn Seulement

des mesu]･es poul･ 1a modernisation techologlque mass aussi des efforts soutenus en

matiel･e de politique et de sensibilisa【ion des paysans sel･Ont neCeSSaires pour atteindre un

diveloppe111ent Stable de la pl●Oduction agncole.

Ce qul Pl･6cede a amend 1e Gouvernement lvoirien a pl･OmOuVOir le developpement de la

culture i).l･1guee. ]■accent etant sullout mis sul･ l■autosuffisance alimentaire et le deficit

]izicole･ De gros investissenlen-s ont iti consentis pour larizicultul･e ilTlguee POur rialiser

les amenageI-つents de telTains necessail･eS･

par ai11eul･S, Ie Ministere de l'Agl･icul【L‖･eet des Ressources Animates (MINAGRA) a

foI･Ⅰ--u16des prog]･amnleS de developpement des ]･essources en eau･.MINAGRA est

I-organe seul l･eSPOnSable du developpenlent et du contr61e des ressources en eau pour

toutes fins inclusives de l'il･rlgation. Ce ministel･e eSt aPPuye Par une de ces cellules, 1a

Compagllie lvoirienlle POuZ･ 1e Developpen-ent des Cultul.eS Vivrieres (CIDV), maintenant

devenue Agence Na【1'onale d■Appui au Diveloppement Rural (ANADER), dams

】-execution des pl･OJetS d-il･I.lgation,dams 7a vu7garisation et 1-assistance au monde rural･

Le MTNAGRA a aussi travaillijusqu'icien collaboration avec la Direction et Contr61e des

Gl･a11ds Travaux (DCGTx), un depal･tement. de la Pr6sidence maintenant privatise, qui

6tai- charge de 7■6tude, du suivi et contl･61e des p.･oJetS de diveloppement agrlCOle de la

C6te d'Ivoire.
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2. Programme d-amenagement agl'lCOle

Dans ]e cadl･e de la politique de developpement agl･lCOle de la C6te d'Ivoire, un

prog]･amme d-amenagement a eta en【reprlS Par le Ministere de 1-Agriculture et des

Ressoul･CeS AniIⅥales.

b p】･ogl･alll111ePel･111em.a SpeCifiquenlent de:

- developper la rizicultuz.e

-

1･elancer et intensifier la pISCiculture

- developpel･ 1e cultures legumieres

- diveloppe]･ l-allboljcutture fl･u]'tiとre

Le choix de la zone couvelle pa]･ le progl.amme eSt fai一selon un certain nombl･e de criteres

dont ]es pa]･ametl･eS C)imatlqueS, 1'existence ou non de pz.ojetde deve]oppement en coul.S

de rialisatioll.

Les sites a l16alisel･Ou a 6tudier ont ire pl･OPOS6s en
privi]6giant

les reg10nS a Pluviomitrie
′

●

derlCitaiJ'eOu CaPl-1CleuSe.

L-6tude d-execution de ce prog]･anlme a eta confide a la Direction de la Modemization des

Exploitations (D.M.E.) et a la Compagnie lvoi].iem-e pour le Developpement des Cultures

Viv]･ie]･es (C.1.D.V.). maintenant devenue ANADER.

Les teJ.meS de l･erel.enCe
de cette itude, ilabores en JanVier 1992, prevoient un programme

qul Poれe sL=･ tl･Oistypes d'amenagement:

-Type
l

-Type
lI

-Type
=

Aminagements a T･ialiser en aval de nouveaux barrages a

constL'u]re.

AnlenagementS eXistants a 1.ihabiliter･

Anlinagements a r6aliser (nouveaux ou extension)
en aval

des baI●Ⅰ●ageSeXistan【s･
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Ⅱ.TERMES DE REFERENCE DU PROJET

1 ･ Nicessit6 / justificationdu proJet

Classi dams lesam6nagements de type I, 1e pirimetre de SNFRA (plaine de BAYOTA)

fait partieintigrante de ce prograrrme de relance de lariziculture en C8te d'Ivoire.

′

Longtemps marquees par une faible pluviomitrie, 1es populations de la zone du
projet

connaissent une baisse importante de leur production agricole. Cette situation suscite un

regain d'intiret pour d-autres activit6s agncoles susceptibles de procurer des revenus･

A cet effet, 1e Gouvernement lvoirien a dija avanc6 1es credits qul Ontpemis les itudes

d.avant-projetsommaire d■aminagement du p6rimとtre, itudes qul Ont it6 teminies en Juln

1994･ Aucun credit n.est inscrit pour les annies 1995/96 et suivantes concernant les

6tudes complimentaires et l'ex6cution du proJet mais celui ci s'inscrit dans le cadre des

projets
dont le financement est recherchi vers le Japon.

2. Objectif

-

reviser 1-itude d-avant-proJet SOmmaire dlaminagement du pirimとtre de SINFRA

dijarialis6e par la DME

-

completer par une itude ditaillie d'am6nagement hydro-agncole de SNFRA

1-itude de la DME citie plus haut

- ilaborer un dossier d'exicution de 3 retenues d-eau/petits barrages prevus pour la
′

source d-eau

- 61aborer un dossier d'exicution sur 306 ha bruts de bas fonds

-

mettre au point un mOdと1e demise en valeur et de gestion des terres

-

accroitre le revenu du monde rural

- 1imiter 1-exode nlral

-amiliorer
la balance coⅡ1merCiale de 1-Etat

3･ Aire du proJet

Le pirimとtre 6tudii est situi dams la sous-prefecture de SINFRA, plus precISement au Sud

de la commune de SINFRA, prとs de la foret classic de Bayota, sur la route de Gagnoa

entre le coordonnies:

Lengi tude

Latitude

50 55- - 60 00 0uest

60 30- - 60 35- Nord
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Lep6rinletre. qui sera inうgui gl･aVitail.ement, COmPl-end deux (2) zones sipal■6es par la

route butimie SINFRA - GAGNOA. La superficie brute disponible est de 306 ha environ

repallie comme suit:

ZONE 1 : )03, 85 ha en aval des ban･ages pl.ivus (avant la
route).

ZONE 2: 200, 70 ha (de l'autl･eCOti de la )･oute a la fin des amenagements privus)

Les telTeS a am6nage)･ en avat des ba】TageS l･eCeV】,Ont tl･Oistypes de speculations qul SOnt la

I.izicultu]･e (70% de la supet･ficie totale),le mal･aTchage et la pisciculture (30% de la

superficie).Les volets elevage et reboiseI--Cnt Pout.I.Ont etre aSSOCi6s si possible au
projet･

Le present pl･0.letSel･a 1.ialisi en aval de t]10is barl･ageS a COnStruire dont deux ont iti

identifies.

La concept10n du )･6seau sel･a faite en ronction de la topogl･aphie et de l'organisation de

l'il1.1gation.

4. Plan d-exicしttion de l'6tude

-

)･ecueil des donnies de base : topog].aphie. pidologie, hydl'Olog】e, agI10-SOCio-

eCOnOnlle

-

choix d'un sc6nalio de developpement, association schema agncole a une

valianre d■amenagement avec Justification iconomlque

I 61aborer un projetdlex6cu【ion des travaux･

5. ElimelltS du pro.let

Les elements dしIPrOjet PeuVent etl･e SCind6s en deux cat6gol･ies qul SOnt: 1es 6tudes et les

tl-aVaしIX.

5-I. Eludes

- itudes l･opOgraPhiques et g6otechnlqueS SuPP16mentaires relatives a 1-identiflcatjon

du tl･Oisienle bal･rage Ou COlllPletant les 6tudes d6jaeffectuees･

-

revision des 6tudes, l･aPPOIIs et donniels cxistants affe(･ents au proJet

- e一ude d'avanトpl･Ojetd6tailli poし=.7'am6nagernent des 306 ha; notamment,

. p一an de developpement agrlCOIc. y compllS 】arotation des cultures, lamise en
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valeur des tezTeS et les types d.exploitations

. Systとmes d'inigation et de d]'ainage

. R6seau de pISteS

. Agro-indus[t'ie

･ Mesu]･es post r6colte

.
PJ･Ogl.amme d-execution du pl'OJet

. Esti111ation des coats

. Evaluation du pl-OJet

-

autl-eS

5-2 Travaux

′
●

Les tl.aVauX COnSistel･Ont a l'anlinagement du perlmetre et auX meSureS

d-acconlPagnenlCnt･Les elements sont les suivants:

-

consILruCtion de 3 ban.ages ( y compris les ouvrages hydl'auliques):

･
bal･l･age I: bassin ve]･sant en aval: 8,3 km2; capacite: 1･200･000 m3; surface

bI･ute irligable: 72 ha

. bal･rage =: bassin vel･san[ en aval: 16･3 k一-12;capacite: 2･400･000 m3; surface

-
bl･ule il･]igable:134 ha

･ ball･age ]tl: bassin veI･Sant en aVal: 13,3 km2; capacite: 2･000･000 m3; sullace

bl･ute illigable: 100 ha

-

amenagement du pelime【l･e aVeC nOtanll--Cut;

. longueur totale des canaux pllmaires dlirl･igation: 5･060 m

･ longueLH･ tOtale des canaux secondai)･es d'il1･igation: 1 1･900 m

I longueul･ tOtale des canaux tcrtiail.eS d.i]1･igation: 30･000 m

･ cし.I.agee[ rep】･Ofilage du litdu marlgOt POur Servir de dl･ain pnnclpal

･ 7ongueLH･ tOtale des dt･ains secondail.eS: 30･000 m

. longueLtr tOtale des drains latcraux: 71000 m

. longueし11･dcs pistes pet.imdtl.ales (largeしH'5m):
121000 m

.
longueul･ des pistes tl･anSVeI.Sales (】al-gCul.3 m): 6･000 m

7



･ 3 ---agasins de stockage dont 1 pour la pISCicultul･eet 2 pour 1-agnculture: 60

m2 par magasin

. des ail.eS de sichage: )00 m2 poLll. 10 hectares de culture

-

aut】●es

6. Autl･eS infol･111ations utiles

Le p]･esen- pl･OJet POu]･l･aitil-til･eSSel･au mOins trois villages disposant tant solt Peu d'une

cellaine expenence en liziculture･
′

●

Les ten･es de bas fonds sont toutes appl･OpneeS et Offrent un potentiel considerable non

encore exploiti fau【e d-a【--inagenlentS･

Les l･OuteS d'accとs sont asphalties et son【 tl●eSbien maintenues･

La SIFCA-Rl乙Ll11e SOCieti ivoirienne de d6col･ticage du riz dont les usines sont

implanties dams les conll-1L.Res de GAGNOA et DALOA, respectivement a 70 et 120 km

de SINFRA, pal･tlCIPe au developpement de la l･izicultul･e ivoirienne en mettant a la

disposition des planteul･S des intl･antS n6cessail･eS a la cu一ture du riz ilTlgui et assulle les

op6)･ations d.achat et d'usinage du liz local dams le cadre d●une Convention･ Cette sociit6

ellCadl.e Pl･6sentement 360 paysans sur une supez.r･cie exploitie de 400 ha (200 ha dams les

communes I.espectives
de GAGNOA et DALOA)I L'usine de Ga.gnoa a effectue 1.achat de

】796 tonnes de paddy pl･OVenant de la zone de StNFRA pour 】acampagne 1993/94･

lJe Climat de la zone es【du type iquatol･ial a【16nue (climatbaouleen)A Ilest cal'aCt6risepar:

-

une premiere saison des pluies de malls aJuln;

-

un ralentissenlent des pl･eCIPItations enJuil]et et aoGt;

-
une seconde saison de p)uses en septembre et octobl.e;

-

une saison seche tl.eSmal･quee de novembre a fevlうer corTIPOrtant tOutefois

quelques precIPltations isblees･
′

● ◆

La pluviomitrie de ]a
region

esf bi-n10dale avec deux maximums enjuin (184 mm) et en

septenlbl･e (172 n-∫-1)･La pluviome【.･ie moyenne annuelle l･elevie de 1966 a 1980 a la

station me【eo】･ologlque de SINFRA est de 1280 mm･
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Les temp6l･atu]･eS mOyenneS menSuelles l●elevies se caractirisent par un maximum en

fivriel. et mars (27,3OC) et unminimunl en aOGt (24,60C); 1a moyenne etant de 26,lOC.

L'ivapotranspll･ation po【entielle annuelle es【 de 1480 mm･

Ill. SPECIALISTES POUR L■ETUDE

1. Spicialistes JaPOnais

Les specia7istes.1aPOnais et leurs activites dams l'etude d'avant-projetditailli sont dicrits

colllllle Sul【:

Spicialistes PiriodedーEtude(mois)

Travailde

ten■aln

RappoⅠー

1)CheFdeMission/hligationetDl.ainage 1,5 1,0

2)Adjoint/Ban'age 1,5 2,0

3)Ag1ーOnOlー1e 1,5 2,0

4)ConceptiondesfacilitisetestimationdescoGts 1,5 2,0

5)Socio,A告t.o-iconomieet6valuationduprojet 1,5 2,0

2. Spicialisles ivoil.主ens

La contL･ePa11ie jvoilienne fbし=･nil･ales spdcialis【es suivants:

l) EcollO111iste

2) Agl'0-10111e

3) Tnginieul･ en Tlljgation et Dl.ainage

4) TopogI.aPtle
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IV. PLAmNG D'EXECUTION TECHNIQUE

Prestations Am6e1 Amie2 Amie3 Amie4

Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre

1 2 1 2 1 2 1 2

1.Etudes

.Terrain

.Rapport

2.TraVaux

.Levistopo.

.TraVauX
giotechn.

.Elaboration
desplans

d'aminagem.

.Ex6cudon
desretenues

d■eau

.Aminage-
mentdes

terres

.Supervision
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V. DONNEES DISPONIBLES

1) Diversification de la Production Aglうco】e, Programme 7ntirimaire d.Amenagement

1994/L995, Ministとre de l'Agliculture et des Ressources Animales, Septembre 1994

2) Plan de Relance de ta Rizicu7ture en C6te d'Ivoire, Aminagement hydro-aghcole de

S]NFRA (s/p de SINFRA), Avanトprojet dlamenagement du

_D6rjmetre･

Ministとre de

1-Agricul-ure et des Ressources Ani-Ⅵa】es, Direction de la Modemisation des

Exp】oitations, DME, Juin 1994･

3) Plan de Relance de 】aRiziculture en C6te d-Tvo]'re, Anlenagement hydro-agrjco】e de

ZEPREGUHE (s/pde DALOA), Avanトproje【d'amenagement du perimetre･ Ministとre

de 1.Agriculture et des Ressources Animales, Direction de la Modernisation des

Exploitations, DM巳Juin 1994･

4) Plan G6niral d'Aminagement du Bas-Fond de SINFRA

5) Plan Giniral d.Am6nagement du Bas-Fond de ZEPREGUHE

6) Plans de la Digue de SINFRA et des OuvlⅥgeS de prise

7) OpiratioII SIFCA-RIZ en ljziculfu陀inlguie campagne 94/95

vl. ENGAGEMENTS A PRENDRE PAR LE GOUVERNEMENT DE COTE D'IVOIRE

1. Afin de facilitel･1'efrlCaCiti et la bonne ma]･che de l'itude, 1a C6te dTIvoire prendl.a 】es

mesures n6cessaiz'es poul●:

(I)assurer la s6cul･iti des membJ･eS de 7a mission d-6tude;

(2)pe]･mett1･e auX Illemb]･esde la mission d'en【l.el.,de so)てiret sejou171erdan le pays en

fonction de leLll.S Obligations sul･ place et de les dispenser des formalit6s

d-enreglStrement au Sel･vice des itl･angerS et des taxes consulaires;

(3)exonire]･ )a 111ission d'itude des frais et dl･Oits de douane surtous les 6quipements

machines et autl･eS ma161･iels appot･t6s ou ressortis de la C6te d'Ivoil･e et qul SOnt

nicessaires poul･ 1a poursuite de l●6tude:

(4)exon6reI･ 1a lllission
d'i[ude des imp6[s sし=･ 1e 】一eve]-u Ou des taxes de quelque soTてe que

ce soi一 inlPOSis sul./ou en rappoJ･- avec les emoluments, 1es frais demission et

indelllnit6s vcl･SeS auX membl･eS de la mission pou]･ 1eul. tl･avail effectue dams le cadre

de l･etude menie e【 SLU/ou en rappol･t aveC les services foul･nis par une tierce pal･tie

pour la pou]･suite de lletude･

(5) accol･der ]es racili【esn6cessail･eS a )a nl]'ssion d-itude pour la I-emise et l'utilisation des

fonds血-s ]e pays, et en provenance du Japon dams le cadre de la pouI･Suite de l'etude;

(6) pl･OCurer dcs IaisseトPaSSel･ POu･･ 1es prop･･i6t6s pl.ivies ou les zones interdites d'acces

I 】



necessail･eS a la bonne mal･Che de retude;

(7)autolise]･ 1a mission dle[ude a recueillill tOuteS les donnees, documents et matirie】s

l･elatifsa l'erude en C6te d'lvoiI.e et de les envoyer au Japon:

(8)foul･nil･IOUS les s°ins medicaux )･equis. La d6pense sera laissie a la charge des

membl.eS de lamission.

2. Le Gouvernement de C6te d●】voil.edcvra supporter les plaintes a l■encontl-e des

memb)･es de la mission d-etudejaponaisepouvant s■e)ever ou resultant de leurs activites

menies dams le cadre de l■i[ude, excepli lol･Sque de telles plaintes resultent d'une

n6gl]'gellCe gl･OSSiel･e Ou d.une faute loLII･de de la pa]1 de lTun des membres de lamission･

3. La DME devl･a SerVil･ d'agence intermidiaire a la mission d'itude japonaise et aussi

avoil･ ull l･6le de cool･di11ation avec les auけes oI●gallisations gouvernementales et non-

gouvel･nenlentalcs concel･nies afin dtassurer une bonne application de 1-itude rialisie･

4. Le Gouvernement de C6te d'Ivoil･e Pl.end l'engagement que tous les points abordis

dans le p]･esent doculllent SerOllt l･eSPeCLis pou]'un bon dil.Oulement de l■6tude

d-amenagement rialisie pal■】amission d-6tし]dejaponaise･

Poul･ 1e Gouve)･nement

Fai一 a
....‥..…‥..Le

NOM

TtTRE
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Ⅰ.地区の概要

1.コートジボアール国の概要

コートジボアールは､西アフリカのギニア湾に面した国で､面積は322,000kr丘である｡

同国の約3分の1を占める沿岸部は､年間降水量が2, 000mm以上で､熱帯林気候に属し､

中央部は降水量1,200-乙000mmで､森林とサバンナの中間地帯である｡その北にはギ

ニア･サバンナといわれる熱帯サバンナが広がっていて､年間降水量は1, 200mm以下で

ある｡

コートジボアールの人口は1,291万人で､人口増加率は年平均3.7%である｡極めて

高い人口増加率は､他のアフリカ諸国からの移民､出稼ぎ労働者が大量に流入し続けた

ためで､増加率のうち約1%はこれらの社会増によるものと見なされる｡農村人口は

694万人で､現在の全人口の53. 8%を占めるが､ 1975年の比率71%に比べると次第に低

下してきている(FÅo: Production Yearbook 1992)｡この傾向が続けば､近い将来､都

市人口と農村人口の比率逆転が起こることが予想される｡

コートジボアールは豊かで変化に富む自然を利用して､前世紀以来コーヒー､カカオ

など輸出用の農産物製品を発展させてきた｡現在でも､カカオは世界一､コーヒーは世

界第3位の生産量を誇っている｡国民総生産(GOP)における農業部門の比率が46%を

占めることや､全輸出額の62%を農業部門が占めることから見ても､コートジボアール

は､西アフリカ有数の農業国であるといえる｡

現在､世界市場の困難な条件によってコーヒー､カカオの生産は急激に低下している｡

一方､食糧生産は必ずしも十分でなく､また安定していない｡特に米及び小麦の供給は､

国民の消費量が年々増加しているにも関わらず､かなりの部分または全量を輸入に依存

している｡

表1から分かるように､コートジボアール農業の中で最大の重要性を持っのはコー

ヒーとカカオであり､両者で全作付けの50%以上を占めるが､収量､特にフ-ヒ-の収

量は他の生産諸国に比較して著しく低く､抜本的な対策が必要なことを示している｡食

糧作物は作付け面積が全体の40%を占めるものの､収量はやはり極めて低く､特に穀物

で著しい｡その原因は､例えば稲では､大部分が無肥料の焼畑農業で栽培される陸稲で

あって､肥料を用いる濯親水稲作はごく少ないためである｡こうした状況は他の穀物で

もほぼ同様であり､とりわけ多くの国民の主食であるヤム芋･キャッサバや料理用バナ

ナに関してそうである｡従って､食用作物の低収量はかなり構造的なものといえる｡そ

のため､農業生産の安定した発展を実現するには､技術の近代化方策だけでなく､農村

政策や農民教育の面でも粘り強い努力が必要である｡

この目標に向かって､コートジボアール政府は､特に食程自給率の向上と米の自給達

成に力点を置いて漕概農業の推進を図っている｡これまでも多額の投資が濯概稲作に投

じられ､必要な土地改良が行われてきた｡

一方､農業･動物資源省(MINAGRA)は7k開発計画を作成しているo 同省は､漕概も

含め､あらゆる目的の水資源の開発､管理に責任を持つ唯一の官庁である｡農業･動物

資源省は､濯概プロジェクトの実施､農村に対する普及･援助を下部機関のコートジボ
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アール食糧生産開発公団(CIDV)を通じて行ってきたが､現在は農村開発支援事業団

(ANADER)に統合された｡農業･動物資源省はまた､これまでコートジボアールの農業

開発プロジェクトの調査､検査､監督について､大統領府の一部局である大規模事業監

督局(DCGT)の協力を得てきたが､同局は民営化される予定である｡

統計資料が最も完備している1988/89年度について､コートジボアールの農業状況と

農業生産を見ると､下表にようになる｡

表1 1988/89年度におけるコートジボアールの農業生産

作付け面積(ha) 生産量(L) 平均収量(t/ha)

カカオ 1,873,300 867,770 0.46

コーヒー 1,040,000 221,350 0.21

油榔子 143,174 844,213 5.90

ココナツ 34,533 55,436 1.61

ゴム 40,206 66,960 1.67

永年作物小計 3,131,000

サトウキビ 21,672 1,335,130 61.6

棉 213,375 290,593 1.36

工芸作物小計 253,000

1

ヤム芋 260,000* 2,600,000 10.0

キャッサバ 245,000* 1,460,000 6.0

タロ芋 212,000* 302,000 1.4

料理用バナナ 133,000* 1,145,000 8.6

とうもろこし 675,000* 480,000 0.71

稲 545,000* 635,000 1.17

ファニオ N.D. 8,000

とうじんびえ 74,000* 45,000 0.61

0.99

ソルガム 44,000* 25,000

落花生 127,000* 126,000

食用作物小計 2,315,000

合計 5,681,000

出典:農業･動物資源省､ 1989年度農林業統計
* FÅo, Production Yearbqok, 1990により補足した数字

2.上位計画

(1)農業開発マスタープラン

コートジボアール国政府は､ 1990年に｢政府の中期経済計画1991-1995｣を決定した｡

これを受けて､農業･動物資源省は｢農業構造調整計画｣に対応するべく､ 1991年に

｢農業開発マスタープラン1992-2015 (草案) ｣を作成し､ 1993年9月に｢農業開発マ

スタープラン1992-2015｣を決定した｡基本目標及び戟略は下記の通りである｡

基本目標

(丑 生産及び競争力の改善
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② 食糧自給と食糧安全保証の探究

③ 農業生産の大胆な多様化

④ 海洋及び内湾漁業の振興

⑤ 森林資源の再整備

① 生産及び流通活動からの国の撤退

② 青年の農村回帰

(卦 農民層の地位向上と地域活性化

④ 農民層の研修教育

⑤ 土地改良と土地政策の実施

⑥ 食用作物及び畜産･漁業に重点を置いた試験研究の振興

戦略

(2)土地改良計画

コートジボアール国政府の農業開発政策に基づき､農業･動物資源省は土地改良計画
を策定している｡

本計画の中心は次の通りである｡

一 稲作の発展

一 養魚の推進と集約化

一 野菜作の発展

一 乗樹作の発展

計画地域の選択は､気候条件､現在実施中の開発プロジェクトの有無など､いくつか

の基準に従って行われた｡

事業または調査の実施予定地域は､降雨の条件が悪く不安定な地域を主眼として提案

されている｡

計画実施の事前調査は､農業･動物資源省の農業近代化局(DME)と食糧生産開発公

団(CIDV,現在はANADERた統合)が行った｡

1992年1月に作成された調査計画は､次の3つのタイプの土地改良を含む計画を予定

していた｡

一
夕イブⅠ

:新たにダムを建設して､その下流に農地造成をするもの｡

一 夕イプⅡ:既存農地のリ-ビリテ-ション｡

一 夕イプⅢ :既存ダムの下流に農地造成(新規または拡張)をするもの｡

背 景

1994/95年度までに､全国で25地区のダムの計画があり､そのうち11地区については

既に予備調査が実施された｡

予定するZepr･eguhe虐親閲発地は､タイプⅠの農地造成であって､コートジボアール

の稲作推進計画の一環である｡

降雨の減少に伴い､本地域の農民は農業生産の顕著な低下に見舞われ､とくに換金作

物のコーヒー､カカオ､並びに天水栽培に頼る主要食料の陸稲の生産が著しく不安定に
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なった｡このような状況から､農民は収入を確保するため､出稼ぎなど農業以外の活動

に走るようになった｡

コートジボアール政府は､事態に対処するため､本港概開発地の予備調査の予算をっ

けて､調査は1994年6月に完了した｡しかしながら､ 1995/96年度以降の詳細調査およ

び事業実施に要する資金は目途が立っておらず､政府は日本政府に資金協力を要請して

事業を完成させたいと考えている｡

4.目 的

主要目的は次の通りである｡

① 米その他の食糧の増産により政府の食糧自給政策に寄与する｡

② 農村の人々の所得､栄養及び生活の水準の向上を図る｡

③ 農産物の生産､加工及び流通の活性化により地域経済の振興を図る｡

④ 雇用の創出を図り､若年労働者の農村回帰を促進する｡

Ⅱ.調査対象地域の概要

zepreguhe低地(Daloa郡)はZottoh川に沿って延びていて､ Daloa-Bouafle幹線

道路沿いにDaloa市から5kmのところにある｡

経度緯度は次の通りである｡

経度:西経6o 24'

緯度:北緯6o 55'

本プロジェクトには､概ね5つの村と周辺のいくつかの出耕作村(キャンプ)が関連

し､そこでは多少稲作の経験がある｡人口は8,000人と推定される｡

住民は主としてBete族で､伝統的な主食はバナナであるが､主要な生産食料は米と

バナナである｡米は伝統的な焼畑耕作を基礎にした陸稲栽培が主で､一部の小河川の氾

濫を利用した水稲栽培が行われているが､いずれも天水に頼るため生産は極めて不安定

で､ 1994年にも降雨不足のため壊滅的な打撃を受けた｡換金作物としてコーヒーとカカ

オが栽培されている｡

低地は緩傾斜の谷間にあって､土壌はやや粗いものの､沖積土の土地は全て適地であ

り､農地造成未実施のた-め未利用であって肥沃性が高く､潜在生産力は高い｡

アクセス道路はアスファルトまたはラテライト舗装で､管理は良好である｡

Zepreguhe港概開発地は､ 4つの季節を持つ遷移型赤道気候地帯にある｡その特徴は､

3月から6月にかけて第1雨期があり､ 7月は小乾期で降雨が減少し､ 8月から10月に

かけては第2雨期となり､ 11月から2月が大乾期になることである｡近傍のDaloa測候

所で観測した1966年から1980年までの平均年問降雨量は1, 360mmである｡

気温は､ 24. 6oCと27. 8℃の間を変動して年間の平均は25. 8oCである｡

蒸発散ポテンシャルは年間1,482mmである｡

コートジボアールの精米会社SIFCA-RIZの工場がGagnoa市及びDaloa市にあるが､
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本会社は雇概稲作に必要な農業資材を耕作者に供給することでコートジボアールの稲作

開発に寄与し､また契約により生産した籾米の購入と精白を行っている｡本会社は現在､

作付け面積400haで360名の農家と契約している｡ (Gagnoa市とDaloa市でそれぞれ

200haずつ) 0 Daloa工場は､ 1993/94年度にDaloa地域からの粉米5,329 tの買い付

けを行った｡

Ⅲ.計画概要

1.概 要

Zottoh川に低ダムを設け下流域低平地の港概を行う.

雇概開発地は重力虐慨とし､利用可能面積は120baであるが､本プロジェクトでは両

岸に跨がる全体面積100haについて農地造成を行う｡

新しいダムの下流に造成する農地には､水稲作(全体面積の70%)
､野菜作及び養魚

の3作目を想定し､もし可能なら畜産及び植林も計画する｡右岸の予定地付近には既設

の養鶏場が存在する｡可能であれば､プロジェクトに養鶏場の拡張を取り込み､他の養

鶏家を立地させるのが望ましい｡

用排水路の配置は､地形と港概組織に従って計画する｡

収穫後施設として乾燥場､倉庫を配置する｡圃場へのアクセス､村落間の連絡に農道

を計画する｡ネ寸落給水施設として主要地点に井戸を設置する｡

〔主要施設〕

一農地造成
: 100ha

-ダム :貯水量350万m3､流域面積18.3km2

-用水路

一幹線用水路:
L-6.5km

-支線用水路:
L-5.5km

-小用水路:L=6.Ohm

-排水路

一幹線排水路:現況河川の改修
L=3.5k皿

一支線排水路:
L-5.5km

一小排水路:L-7.Okm

一農道 :巾3m
L-1.1km

巾5m L=8.Okm

-倉庫 :農産物用
60m2×2

水産物用 60m2×1

-乾燥施設

一村落給水

100rr)2/10haX 5

井戸数カ所(手押しポンプ)
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2.事業実施計画

(1)内容

① 地形､地質､土壌､水文､社会経済に関する基礎データの収集

② 開発シナリオの選択､経済評価に基づく作付け様式と各種農地造成方式との

整合

③ 事業実施計画の策定

(2)実施計画

1年次 2年次 3年次 4年次
上半期下半期 上半期下半期 上半期下半期 上半期下半期

1.調査
現地調査
報告書作成

2.事業実施
地形測量
土質調査
詳細設計
貯水池施工
農地造成
施工管理

(3)調査専門家

1)日本人専門家

詳細調査における日本人専門家とその分担は下記の通りとする｡

専門分野
調査期間(月)

現地調査 報告書作成

①団長/濯概排水 1.5 1.0

(参副団長/ダム 1.5 2.0

③農業 1.5 2.0

④施設計画.積算 1.5 2.0

⑤社会経済.プロジエク卜評価 1.5 2.0

2)コートジボアール人専門家

① 経済

② 農学

③ 漕概排水

④ 地形
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Ⅳ.総合所見

1.技術的可能性

計画地区はDaloa-Bouable幹線道路沿いにあり､ダム計画地点への道路のアクセスは

良好で､盛土材も近くに存する｡ダム下流域の低地は未利用であり､地形､土壌の状況

からも生産性のポテンシャルが高いと考えられる｡

本地域は伝統的に陸稲栽培が盛んな地域で､近郷では既に小河川の氾濫を利用した雇

叔稲作を行っている農民もおり､稲作技術を持っているので今後期待される分野である｡

2.社会.経済的可能性

プロジェクト地域は首都Yamoussoukroまで約100km､ Daloaまで約5kmの位置にあ

り､大きな市場に近く､またDaloa市には精米会社Sifca-Rizの工場が立地することか

ら､地域経済を活性化出来る｡

米･野菜の生産は国内生産が不足している両作目の自給率向上に大きく貢献出来る｡

本地域は､近年における降雨の減少と不安定､国際価格の低迷から､従来農家の現金

収入源であったコーヒー､カカオの生産が大きく落ち込み､農家の貧困化､若年層の出

稼ぎ増加の主な原因となっている｡また､主要部族がBete族である関係上､本地域は

伝統的に稲作が盛んなところであるが､多くは焼畑を基礎にした粗放な陸稲栽培で､収

量が極めて低く､その上天水が頼りであるため､しばしば早魅に悩まされ､ 1994年のよ

うに降雨のバランスが非常に悪いと､壊滅的な打撃を受けて､地域経済全体が極めて悲

惨な状態になることを繰り返し経験してきた｡さらに､このような状況は､焼畑を主体

とする無理な耕地拡大を余儀なくし､森林破壊と環境破壊が著しく進んだ｡

こうしたことから､未利用地を開発して､濯概稲作､野菜作を導入するプロジェクト

の実現は､高収で安定した農業生産の基地となり､農家経済の回復と安定化に寄与する

だけでなく､優秀な労働力と技術を必要とするため､若年層の出稼ぎに歯止めをかけ､

農村回帰の促進に大きな役割を果たすと考えられる｡さらに地域の農業生産の安定化に

貢献して､これ以上の森林･環境破壊の防止にもー定の役割を果たすことが期待される｡

3.現地政府･住民の対応

1993年9月に｢農業開発マスタープラン1992-2015｣を決定し､農業政策に重点をお

いて経済の成長を図ろうとしている｡

地区住民は早魅による農産物の生産低下に見舞われ､出稼ぎに出るなどして急場を凌

いでおり､早急な対策を望んでいる｡
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添付資料

1.調査者略歴･調査日程

(1)調査者

氏 名 Massamba Gueye (マサンバ･ゲイユ)

生年月日 昭和27年11月23日

国 籍 セネガル国

最終学歴 東京農工大学院(博士課程) 平成元年3月修了

米国′モーデュ大学(修士課程)昭和57年8月修了

米国パーデュ大学(学士課程)昭和55年8月修了

モロッコ国ハサニア短期大学 昭和51年7月修了

職 歴 S.51-S.53 セネガル国政府設備省 ダカール空港気象情報官

S.57-S.60 セネガル国政府設備省 農業気象局 部長

H. 1-H. 2.10セネガル国政府設備省 農業気象局 部長

H. 2-現在 太陽コンサルタンツ株式会社 海外事業本部 主幹

(2)調査日程

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考

1 H7.3.12日 成田 パリ パリ 移動日AF-275(12:50-17:30)
2 13月 パリ

アビジャン

アビジャン

ヤムスクロ-

アビジャン移動AF7266(09:30-14:50)
3 14火 ′′ 農業動物資源省等打合せ
4 15水 ′′ ′′

5 16木 ′′ ′′

6 17金 ′′ 資料収集
7 18土

′′ 資料整理
8 19日 ′′ ′′

9 20月
′′ 資料収集

10 21火
′′ ′′

【Ⅰ】 22水 ヤムスクロ-

機中泊
パリ

現地調査
12

13

23木

24金

ヤムスクロ-アビジャン

パリ

成田

農業動物資源省打合せ
アビジャン

パリ

移動R丘440(23:00z.8..55)
14

15

25土
26日

機中泊 移動AF276(14:00z.9:55)
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2.収集資料一覧

1)農業･動物資源省:農業生産の多様化､ 1994/95年度土地改良中間報告､

1994年9月

2)農業･動物資源省農業近代化局:コートジボアール稲作推進計画､ Sinfra水利開発

計画(Sinfra郡)事前調査､ 1994年6月

3)農業･動物資源省農業近代化局:コートジボアール稲作推進計画､ Zepreguhe水利

開発計画(Daloa郡)事前調査､ 1994年6月

4) Sinfra低地開発計画の概要

5) Zepreguhe低地開発計画の概要

6) Sinfraダムおよび取水施設

7) 1994/95年皮の濯概稲作におけるSIFCA-RIZの事業方針

3.面会者リスト

農業･動物資源省

Kouakou Bakan

Allou Eoffi

Yao Kouadio

内藤 久仁彦

Director I〕ME

Director Agriculture Departme山of Gagmoa

Section Chief DME

日本政府派遣専門家
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4.現地写真
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I. CONTEXTE DU PROJET

1. Brefp]･ofil de )a C6[e d'Ivoil'e

La C6te d'Ivoire. si【u6e en Afl'ique de l'Oucst sur le Golfe de Guinie, a une superficie de

322･000 km2･ En ce qul COnCe)･ne le climat, 1a zone c6tiel･e qul OCCuPe enViron un tiers du

territoire appa]'【ient au climat subiquato].主al avec p一us de 2.000 mm de pluviomitrie

annuel]e. La zone cent】■aledont la pluvjomit]'ie se situe entre 1.200-2.000 mm est une

reglOn tl･anSifoire entl･e les forets denses et les savanes. Au nord du pays, s.etendent des
′

▲

savanes tl･OPICales dites gulneenneS Oh la pluviometl'ie annuelle ne dipasse pas 1.200

mm.

La C6te d.lvoil･e a 】2,91 milll'ons d'habitan†s et un taux de cl●Oissance annuel】e apeu pres

de 3,7 % en moyenne. Ce taux de cl●Oissance tl'eS mal●qui est dG a un flux important et

con【inu d'emlgran【s et une main-d■oeuvI.e n11gra†oil'e des diffe).entspays afl'icains dont

l'effet semble conlpl.ibuer a p]･とsde l% de ce taux. Bien que la population rurale de 6,94

mi]]ions occupe actue]1ement 53,8% du total, ce taux a connu une baisse progl'eSSive par

】･appol･ta 1975 oh ilitait de 71% (FÅo: Pz.oduction Yeal'book, 1992). En effet, il est

prevu que rinvel･Se du taux de la popula(ion I.urale et ul'baine se produira dans quelques

annees, si cette tendance continLle.

Grace aux diversi16s et I･ichesses du milieu physique, 】aC6te d-Tvoire a diveloppi la

p)･oduction agllCOle pour des exporta【ions comme le caf芭et le cacao depuis le siとc]e

del･nicr, et clle est encol･e le plus g]'and pays pl.Oduc†eul. de cacao et se place auJOurd-hu主

tl･Oisieme p)･oduc[eur mondial de cafi. Col-Sid6rant que sa pl･Oductjon intil･jeu]･e bJ･ute

agl･icole (PIBA) occupe 46% de la PtB. on peut classel■la C6te d.Ivoire comme un pays

agncole notable en Aft.ique de I.Ouest,

AujoしH･d'hui,race aしIX COn[raintes graves du mal'Ch6 n10ndial, 1es pl-Oductions du cafi et

du cacao on[ dra111at】qしIenlentChute. La r)1･Odし1Clionvivriel.e n'est touJOurS PaS SuffTISante et

stable. Ell Pa]1iculie)I. l'appl･OVi占ionnelllCnten riz_e【en b76 qul ne CeSSe de cro†tre dans 】a

consommation nationale depend plus ou Jl10ins. ou complとtement, de l'impoJlation･

En ce qu] concerne les aspects generaし1X de 】■agrlCultul･eivoirienne, 1es p1･Oductions

agl･1COIcs de la canlPagne 1988/89, dont lcs donn6es statistlqueS disponibles sont les

plus compl･6hensives, sont n10ntr6es au Tablcau I ci-dessous･



Tableau 1 Productions agricoles pendant la campagne agricole 1988/89
en C6te d-Ivoire

Superficiesexploities Productions Rendementsmoyens

(Ha) (T) Cr/Ha)

Cacao 1.873.300 867.770 0,46

Cat;i 1.040.000 221.350 0,21

Palmierahuile 143.174 844.213 5,90

Coco丘er 34.533 55.436 1,61

Hivia 40.206 66.960 1,67

Sous-total 3.131.000

Canneasucre 21.672 1.335.183 61,6

Coton 213.375 290.593 1,36

Sous-total 235.000

Igname 260.000* 2.600.000 10,0

Manioc 245.000* 1.460.000 6,0

Taro 212.000* 302.000 1,4

Bananeplantaine 133.000* 1.145.000 8,6

Mails 675.000* 480.000 0,71

Riz 545.000* 635.000 1,17

0,61

Fonio N.D. 8.000

h4u 74.000* 45.000

Sorgbo 44.000* 25.000 0,57

Arachide 127.000_* 126.000 0,99

Sous-total 2.315.000

Total 5.681.000

Source: Annuaire des StatistlqueS Agricoles et forestiとres 1989, MINAGRA.

*: Les chiffres co血plimentaires ont 6ti cites de la Production Yearbook, FAO, 1990.
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Le tableau indique que le caf盲et le cacao qul Se Placent a des positions privilegiiesdans

l'ag]･1CUlture ivoil･ienne. occupent plus de 50% des supe]･ficies totales cultivees, mais leurs

rendements, sullOu【 celui du cafli, se classent a un niveau extl●emement bas par rapport

aux autL･eS Pays Pl10ducteurs, ce qul P)'OuVe la nicessiti de rehabilitation profbnde dams

ces rl]ieres. En ce qul COnCerne les cu]tuI.eS VivlieI.eS, 1es rendements sont touJOurS faibles

bien que les supel･ficies exploities occupent environ 40% du total, et cette situation

appara†【 plus clail･ement aVeC les ce)･eales･ Ceci est dG, par exemple, au fait que la plupart

du riz es【 cul[ive suivant une agl-1Cul【ul'eitine】.antesur deftjchement/brGlis pratlquie dams

des conditions pILIVia]es sans eng]･aisl et que la rizicultuI･e irrlguee aVeC l●utilisation

d'eng)･ais est prat]quement inexistante･ Cette situation est comparable au cas d'autres

c6r6ales et est plus remarquable avec l■igI-ame Ct le manioc qul COnStituent l'alimentation

de base dlune nla.70rit6 de la population1 1l apparaTt done que les faibles rendements des

cultu]･es viv】･iと11eSl･isultent de causes asse∑ structurelles. Par consequent, non seulement

des mesu)･es POLH. la model･nisation technolog]que mats aussi des effolls soutenus en

nla-呈ere de polilique et de sensibilisation dcs paysans sel･Ont nicessaires pour atteindl･e un

developpenlCn【 stable de la production agncole･

Ce qul p]･icede a amcne le Gouvel･nenlCnt lvoirien a pT･OmOuVOir le developpement de la

culture i]1･lgu6e, llaccent etant sullout mi§ sur l'autosuffTISanCe alimentaire et le deficit

l･izicole･De gros investissemen-s on【 eta consentis poul･ 1a l･iziculture irr]guee pour rialjser

les aminagements de tenlains n6cessai7･eS･

Pa]･ ai]1eul･S, 1e Ministere de l'Agl.icul【ul.e et dcs Ressoul.CeS Animates (MINAGRA) a

fol･mu16 des pl･Ogl.anlI--eS de dive]oppcment des )･essources en eau. MINAGRA est

llo]･gane seul l･eSPOnSable du developpement et dL] COn[]･61e des ressources en eau pour

toLlteS fins inclusives de I-irllgation･ Ce nlinistと]･eest appuye par une de ces cellules, 1a

Compagnie ]voil･ienne pour le Deve7oppcment des Cultul.eS Vivrieres (CIDV), maintenant

devenue Agence Na†iol-ale d'Appui au D6veloppement Rural (ANADER), dams

ITexecution des pl10JetS d'in･lga【ion, dams la vulgal･isation et 1-assistance au monde rural･

Le MINAGRA a aussi t_ravailI6j~しISqu'icien collabol.ation avec la Direction et Contr6le des

Gl･ands Tl･avauX (DCGTx), un depaz･tement dc la Presidence maintenant p)'ivatise, qui

etait charge de l161udc. du suivi et col-tl･61e des p]10JetS de d6veloppement agl･lCOle de la

C6te dllvoire.
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2･ Programme d'amenagement agrlCOle

Dams le cadI･e de la politique de dive)oppement agl･lCOle de la C6te dlTvoh･e, un

pl●Ogl･an-l-1e d'aminagement a iti el-tL･ePI･1S Par 】e Ministere de I-Agriculture et des

RessouI･CeS Anilllales.

Lep)-ogram111e Pen-1eltra specifT]quement de:

- divelopper la 】1'zl'cul[ul･e

-

1.elance)●et intensifier la p]scicL[1tLH･e

- divelopper les cultul･eS 】egumiとl･es

- d6veloppc)'t'arbo[icultul.e f)･しIitiere

Le choix de la zone couvelle par le pJ･Ogramme eS- fai一selon un certain nombre de criteres

dont les pal'amt(res clilllatlqueS, I-existence ou non de pl･Ojetde diveloppement en coul･S

de realisation.

Les sites a 】･6aliserou a etLldiez･ont i[i p]･oposes en prlVi16giant les regions a P)uviometIうe

deflcitaire ou capl･1CieLISe.

L'etude d.executioll de ce pl.Ogramme a 6t6 conrlee a la Dil･eCtion de la Modernization des

Exploitatjons (DIM･E･) et a la Compagnie Tvoirienne poul･ 】eD6veloppement des Cultul･eS

Vivrieres (C.I,D.V.),maintenant devenue ANADER.

Les tel･meS de ]･er6z･ence de cette itude, eLabor6s en JanVier 1992, pl･eVOieht un programme

qul POlle sLLr tl●Oistypes d-aminagcmen【:

-Type
I

ーType
lI

-Type川

AmenagenlentS a I.ealise]'en aval de nouveaux barrages a

COnStl.ulZ'e.

Amenagcmcnls existants a rehabilitel･.

Amenagc111Cl11s a I.ea】iser(nouveaux ou extension) en aval

des bar)･ages exislants.
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lI.TERMES DE REFERENCE DU PROJET

1 I N6cessiti /justirICationdu pl●OJet

Classi dams les am6nagements de type I, 1e perlmetre de ZEPREGUHE fait partie

intigrante de ce pl10gramme de l■elance de la lizicし11tureen C6te drlvoire.

LongtenlPS ma1･queeS Par une faib】e pluviometlie, 1es populations de ]a zone du proJet

connaissent une baisse iI-1POllante de leur pl10duction agrlCOle. Cette situation suscite un

z'egain d-int61.et POur d'autres activites agrlCO]es susceptibles de procurer des revenus.

A cet effet, 1e Gouve].nement lvoilien a d6jaavanci les credits qul Ont permis 】ese一udes

d'avant-pl-OJet SOmmai].e d'amenagement du pe).imetI.e, itudes qul Ont iti terminees en Juln

1994･ Aucull C]･6dit n'est inscl.it poul')es ann6es 1995/96 e[ suivantes concernant les

6tudes comp16mentai].cs et l'exicution du proJet ma主s celui ci s'inscritdans le cadl･e des

pl.OJetS dont 7e financement est lleCherchi vers le Japon.

2. Objec[if

-

11ivise].llitude dTavanトpJ'OJet SOnlmaire d.am6nagement du perimとtre de

ZEPREGUHE dija1.ealisie pal- 1a DME

-

colllPliLel'Par ulle itude de【aillee d-am6nagement hydro-agl●1COle de

ZEPREGUHE l'etude de la DME ci16e plus hau一

- elaboz.er un dossier d'execution de la I.Ctenue d'eau/petit barrage prevu pour la

soしIl･Ce d'eau

- elaborel･ un dossl'el･d.execu[io11 Su]･ 100 ha bl･utS de bas fらnds

- mettl'e au POlnr un mOdele de mise en valeu['et de gestion des tel●reS

-

accroTtre ]e z･evenu du monde rul･al

- 1imiter 7Texoderu1･a]

-

amelioz･e]･ ]a balance commerciale de l'Etat

3. Aire du pl'O.7C【

Le has-fond de ZEPREGUHE (s/p de. DALOA) s'itend 】elong du coul.S d'eau ZOTTOH.

Ilest situ6 a 5 km de la v川e de Daloa, surl'axe l･Outiel･DALOA
- BOUAFLE.
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Les coo一.donnie geogl･aPhiques du site sont:

Longitude

山一itude

60 24- Ouest

60 55- NoI･d

Le pe].imetre, qul Sera iI.llgue graVitaiemenい--clut une supe]･ficie brute disponible de 120

ha･ Le present proJet POrte Sur llaminagement d'une supel･ficie brute de 100 ha environ

ripal†ie sul･ 1es deux ].ives.

Ces tel･reS a amenager en aVat du nouveau barl.age a COnStruire recevront trois types de

speculations qul SOnt la l･izicultu】･e,le maraTchage et la pISCicultul･e･ Les volets ilevage et

)･eboisement pou]･J10nl etre associes sI POSSib]e au pl･OJet･ Une fe)･me d-61evage de poulets

existe dija aux abords du perimとtt-e, cn Five dl.Oite. Dans la mesure du possible, son

extension sera in【igl.eeau Pl.OJet qul y lnStallel.a d'au[z･es 61eveul･S.

La conception du I･eSeau Sel･a faite en ronction de la topographic et de l'organisation de

】'i汀Igation.

4. P]an d.execution de l'etude

-

I-ecueil des donnies de base : tor)ographie, pedologie,
hydl･Ologle, agrO-SOCio-

eCO110】11】e

-

choix d'し1nSCenalうo de developpcmellt, association schema agllCOle a une

vatiante d'amenagenlent aVeC JuStincation 6conomlque

- elaborer un pl-OJet d'ex6cution des tl●avaux.

5. E]inlentS du p]'o.let

Les 6]emenls dし1Pro.1e【peuvent etre s°in(ほs en deux categories qul SOnt: 1es e一udes et les

tl-aVaしIX.

5-l. Eludes

- 6tudes topogI.aPhiques et g6otecllnlquCS Sし1PP16mentail･eS.

-

l'eVision des eludes, I.aPPOlls e† donndcs cxistants affel.entS au prOJet

I 6tudc d.avanトproje[d6ta川6 pour 1.am6nagement des 100 ha; notamment,
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. Plan de d6veloppemen【 agl･1COle, y conlP]is la l･Otation des cultures, 1a mise en

valeut･ des ten.es et les types d'exploitations

. Systemes d'i)l･igation et de dl'ainage

. Riseau de pISteS

. Ag)･o-indust]'ie

. MesL]l.eS POST )･icolte

･
Progl･amme d-execution du proJet

. Estimation des coats

. Evaluation du pl.OJet

- aし1tl●CS

5-2 Tl･aVatlX

′
●

Les tl･avaux COnSisteront a lram6nagenlent du peI.1metre et auX meSureS

d-accoJllPagnement･Les elements sont les suivants:

-

construction dL] bat1･age ( y comp]'is les ouvrages hydrauliques):

I bal･1･age: bassiI- Vel･Sant en aVaI: I8,3 kn12; capacite: 3･500･000 m3; surface

bl･し1【edispoI-ib】e: 120 tla

-

amenagcment du peljnle[re:

･ Iont,(meLHlotale des canaux pnmaires d'in･igation: 6･450 m

. lol-gしIeし11･tOtale des canaux secoI-dail･eS d■iI･l.lgation:5･460 m

･ 】ongueuI･ tOtale des canaux telliaires d'irzigation: 5920 m

. cし11･ageet l･ePl･Ofllage dし1litdu Jlla=gOt POし"ISel･vir de dl･ain prlnCIPal

.
lollgueullotale des dl.aims secondai].es: 5･640 Ill

l
longucu]･ totale des drains laleraux: 61840 m

. 1ongucLH･ des pistes pel.imetralcs (1argeur 5 m): 8･000 m

. 】o11gし1eul･des pistes tl･a】-SVel.Salcs(1a】.geul■3 111):1･】30 m

･ 3 111agaSil-S de stockage dont 1 pour la pISCicultL":e et 2 pour I-agllCulture: 60

m2 pal･ I--agaSil-

. dcs aires de sichage: loo m2 pour ]o hectal･eS de culture

ーaしItl-eS
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6. Autl･eS i】1fol･111atio11Sutiles

Le pI･eSent Pro_1et COnCel･ne enVil･On C"q Villages ainsl que divers campements voisins

disposant tant solt Peu dtune cellaine expel●1enCe en )'izicultul'e･La population est estimie a

8 000 habi【alltS.

Le riz et la banane constituent les pl･1nCIPales p)･oductions vivriとres de ces populations a

dominance beta: 1e cacao et le care leul.S PnnC]Pales cultures de l'ente.

Les tel･]･eS de bas fonds sont toutes approprlCeS et Offrent un potentiel considerable non

encoI･e eXPloi16 faute d'aminagements･

Les l･OuteS d-accとs sont soi一aspha】t6es soi一lald)･ities et sont tl･eSbien maintenues･

La SIFCA-RIZ. une sociiti ivoiricnne de d6corticage du riz dont les usines sont

implant6es dams les comllluneS de GAGNOA et DALOA pa)tlCIPe au diveloppement de la

rizicultu]･e ivoiricnne en mettant a la disposition des p]anteurs des intrants nicessaires a la

cultuI･e du riz irngui et assure les op6l･aLions d'acha【 et d'usinage duriz local dams le cadre

d'une Convent･ion. Cette soci6ti enca(ll･e P]･eSentenlent 360 paysans sur une superficie

exploitie de 4OO ha (200 ha dams les communes ).espectives de GAGNOA et DALOA)･

L'usine de DALOA a effectui l'achat dc 5329 tonnes de paddy pl-OVenant de la zone pour

la calllPagne 1993/94.

Le pel･inletre de ZEPREGUHE est situ6 dams un climat de type equatorial de transition

attenue, avec qua-l･e Saisons･ La I･egioll eSt CaraCterisee pa]･ une saison des pluies de mars a

｣u.1n. LH-e Peti-e saison sとche avec )･alcnfissement
des precIPltations en Juillet, une seconde

saison des pluics d■aot^lta OC-ob】.e e[ cnFln une gl･ande sal'son seche de novembre a fivrier.

La pluviometrie n10yeI-Ile annuelle rclevee de 1966 a 1980 a la station meteorologlque de

DALOA est de 1360 mm.

Les tempdl･atu]･eS Val･ient de 24･6 0C a 27,8 0C avec une moyenne de 25,8 0C･

L.evapo【1･anSPlration potentielle annue71e es【 dc 1482 mm.
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lll. SPECIALISTES POUR L-ETUDE

1. Spicialistes.1aPOnais

Les spicialistes JaPOnais et 】eurs activitis dams l16tude d■avant-projetditai116 sont dicrits

conlnle SulI:

Spiciaーistes Pirioded'Etude(mois)

Travailde

temln

RappoⅠ1

])ChefdeMissio]ーノh.IigaーionetDl.ainage 1,5 1,0

2)AdjoinuBal1'age 1,5 2,0

3)AgⅠ■onolー1e 1,5 2,0

4)ConcepーiondesfacilitesetestimationdescoLAIfs 1,5 2,0

5)Socio.Ag].o-econonlieetiva7uationdupz'ojct 1,5 2,0

2. Sp6cialisles ivoiriens

La contl･epa11ie ivoi]ienne lou).nil'ales specialisles suivants:

l)Economiste

2) Agronome

3) 1nginieu]. en Tlligatjon et DL'ainagc

4) Topogt-aplle
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ⅠⅤ･PLANNING D'EXECUTION TECHNIQUE

Prestations Am6e1 Amie2 Amie3 Am6e4

Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre

1 2 1 2 1 2 1 2

1.Etudes

.Terrain

･Rapport

2.Travaux

.Levistopo.

.TraVaux
g6otechn.

.Elaboration
desplans

dーaminagem.

.Execution
desretenues

dーeau

.Am6nage-
mentdes

terres

.Supervision

V. DONNEES DISPONIBLES

1) Diversification de la Production Agricole, Programme lntirimaire d-Aminagement

1994/1995, Ministとre de rAgriculture et des RessourcesAmmales, Septembre 1994

2) Plande Relance de la Riえiculture en C6te drlvoire,Am6nagement hydro-agricole de

SⅡ†FRA (s/pde SINFRA), Avant-projet d'aminagement du p6rimとtre. Ministとre de

l■Agriculture et des Ressources Animales, Direction de la Modemisation des

Exploitations, DME, Juin 1994.

3) Plan de Re'1ance de la Riziculture en C6te drlvoire,Aminagement hydro-agricole de
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5) Plan GiniI.al d-Aminagement du Bas-Fond de ZEPREGUHE

6) Plans de ]a Digue de SINFRA et des Ouvrages de pl･ise

7) Operation SIFCA-RIZ en riziculfu]'e ill.iguee canlPagne 94/95

Vl. ENGAGEMENTS A PRENDRE PAR LE GOUVERNEMENT■DE COTE D'IVOIRE

1･ Afin de facilitel.1'efficacite et la bonne nlarChe de 1.etude, 】aC6te d'Ivoire prendra les

mesuI●eS n6cessaires pou)':

(I) assuJ･eI･ ta S6cu]･iti des melllbres de ]a mission d'itude;

(2) pe]●metrlleaLIX membl-eS de ]a mission d'enll●e!●,de solliI`et Sejournerdan 】epays en

fonction de leu]･s obligations sur place et de les dispenser des formalites

d'en]'eg]stl.ement au Service des 6trangeI･S et des taxes consulaires;

(3)exonil'el● la mission d16tude des f['aiset dl'Oits de douane sur tous 】esequipements

machines et autl'eS matiriels appol.16s ou )･essortis de la C6te d'lvoil･e et qul SOnt

nicessail･eS POul` 1a poul■Suite de lt61ude;

(4)exonil.er la mission dT6tude des imp6ts s=. 1c revenu ou des taxes de quelque solle que

ce soil i111POSeS Sul-/ou en 1.aPPOl'【 avec les 6moluments, les fl･ais demission et

illdemni【6s verses aux menlbz･es de la nlission pou]･ 1euJ･ tl･aVail effTectui dams le cadre

de 1-6tude menie et sull/ou en l●aPPOJ'【avec ]es se)'vices fournis par une tierce partie

pour la poursuite de l'6tude.

(5) accorde]･ 1es racilit6s l16cessaiI･eS a la nlissioll d'6tude poul･ la l･emise et 】■utilisationdes

fonds dams 】epays, et en provenance du Japon dams le cadre de la poursuite de l'6rude;

(6)pl.OCurer des laisseJ.-PaSSer POur ]es propri6一己s pl.ivies ou les zones interdites d'accとs

nicessaircs a la bonne mal･Che de l'6tude;

(7)autoriser la nlissioll d'6tLlde a 】･ecuei]]iI･tOしIteS les donnies, documents et mat6Ⅰ･iels

relatirs a l■etude en C6te d'Ivoil.e et de ]cs envoyel. au Japon;

(8) fournir Ious les s°ins medicaux ]'equis. La d6pense sel'a laissee a la charge des

lllelllbl･eSde la 111issio11.

2.LeGouvelllCIllent de C6te dllvoire dcv]'a suppol-ter le･s plaintesえl'encontl･e des

membres de la mission dfitudejapollaisepouvant slilever ou I.eSultant de leul･S aCtivitis

nlen6es dans 】e cadl･e de lT6tude, exceple lorsqし-e de モelles plaintes resultent d'une

negligence gl･OSSiel.e Ou d■une faLlte loLIrde de ]a pall de llun des rnembres de la mission.
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3･ La DME devra servir d.agence in【e]'m6diaiI･e a lamission d'etude japonaise et aussi

avoir un l16]e de cooI･dination avec les autres organisations gouvernementales et non-

gouvet●nementales concel'neeS arln dlassLllle]'une bonne application de l'itude realisee.

4･ Le Gouvernement de C6te drTvoire pI･Cnd I-engagement que tous les po】nts abordes

dans le present document se]･on=espectis pour un bon deroulement de I-itude

d'aminagemel-I t･ialis6e par lamission d'6tude japonaise.

PoしIl･ 1e Gouvernement

Fai一 a
‥‥…..……Le

NOM

TtTRE

】2
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